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水害リスクの評価について（試行）

• 平成27年8月に社会資本整備審議会会長から国土交通大臣に「水災害分野における気候変動適応策の
あり方について～災害リスク情報と危機感を共有し、減災に取り組む社会へ～」が答申されました。
http://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/mizukokudo03_sg_000122.html

• この答申では、想定し得る最大規模の外力までの水害リスクを評価し、社会全体で水害リスク情報を共
有し、ハード・ソフト両面から対策を進めていくことが示されています。
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背景

今回提示する資料について

• 水防法改正（平成27年7月施行）を踏まえ、最上川においても想定しうる最大規模の降雨による浸水想定
区域について作成し、平成29年1月20日に公表したところですが、最上川水系河川整備計画（変更原案）

に基づく河川整備が完了した場合の、水害リスクの大まかな外力規模毎の変化を試行的に提示するもの
です。

• この試行を踏まえ、水害リスク情報のわかりやすい提示を検討して参ります。



計算条件
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a1/10 整備計画規模

aL1
基本方針規模
（両羽橋1/150、
下野1/100）

L2
想定最大雨量

降雨量（mm/2日） 両羽橋 123.0 141.0 166.0 252

下野 122.0 150.0 180.0 295

降雨条件 両羽橋上流S44.8洪水波形　下野上流S61.8洪水、S42.8洪水

流量（m3/sec) 両羽橋 約5,900 約7,000 約8,000 約13,700

下野 約2,700 約4,200 約5,600 約11,300

施設及び破堤条件

確率規模別の外力設定条件

河道条件

洪水調節条件

破堤条件

現況河道 整備計画河道

「スライドダウン堤防高－余裕高評価」又は「H.W.L高評価」のいずれか低い方
※破堤以外の箇所では、越流や溢水による氾濫と、それに伴う流量低減を考慮

直轄ダム：寒河江ダム、長井ダム、白川ダム
遊水地：大久保遊水地
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注１）河川整備基本方針の基本高水流量決定洪水波形
注２）河川整備計画の洪水調節施設（寒河江ダム、長井ダム、白川ダム、大久保遊水地）を考慮した流出計算によるピーク流量

注2)

注1)

スライドダウンとは・・・
堤防断面積が不足している場合に計
画堤防が現況堤防に内包されるまで
下方に平行移動させ、その高さから
余裕高を引いた高さで破堤するという
仮定の堤防高をスライドダウンという

計画堤防

現況堤防

スライドダウン堤防

スライドダウン 計画堤防の計画高水位

スライドダウン堤防
－余裕高
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		河道条件						現況河道

		破堤条件						「スライドダウン堤防高－余裕高評価」又は「H.W.L高評価」のいずれか低い方



						a1/10		整備計画規模 セイビ キボ		aL1
基本方針規模
（両羽橋1/150、
下野1/100） キホンホウシン キボ		L2
想定最大雨量 ソウテイ サイダイ ウリョウ

		降雨量（mm/2日） ニチ		両羽橋 リョウ		123.0		141.0		166.0		252

				下野 シモノ		122.0		150.0		180.0		295

		降雨条件				両羽橋上流S44.8洪水波形　下野上流S61.8洪水、S42.8洪水 リョウウ バシ ジョウリュウ シモノ ジョウリュウ コウズイ コウズイ

		流量（m3/sec)		両羽橋 リョウ		約5,900		約7,000		約8,000		約13,700

				下野 シモノ		約2,700		約4,200		約5,600		約11,300





P10-11,18-19



		路線名		利用者数等		洪水規模ごとの浸水時間

						1/50		1/150		1/500		1/1000

		近鉄名古屋線		118,012人/日
（路線総数）		47h		51h		62h		69h

		JR関西本線		17,624/日
（路線総数）		40h		44h		55h		62h

		四日市
あすなろう鉄内部線		3,599/日
（路線総数）		38h		42h		54h		60h



		路線名		交通量		洪水規模ごとの浸水時間

						1/50		1/150		1/500		1/1000

		国道1号		19,926台/日		41h		45h		56h		63h

		国道23号		37,743/日		45h		50h		61h		67h

		国道25号		21,983/日		32h		36h		47h		54h



		施設名		概要		洪水規模ごとの浸水時間

						1/50		1/150		1/500		1/1000

		四日市
コンビナート		全体の約半分
が立地		50h		54h		64h		71h

		四日市市消防本部
南消防署		市内の
約1/3を管轄		30h		34h		45h		52h









		路線名		利用者数等		洪水規模ごとの浸水時間

						1/50		1/150		1/500		1/1000

		近鉄名古屋線		118,012人/日
（路線総数）		324h		376h		454h		490h

												出典：平成27年刊三重県統計書（H25年度対象）



		施設名		概要		洪水規模ごとの浸水時間

						1/50		1/150		1/500		1/1000

		四日市
コンビナート		全体の約半分
が立地		341h		391h		470h		506h

		四日市市
楠総合支所		旧楠町を管轄		308h		360h		437h		473h
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		河道条件		現況河道				整備計画河道

		洪水調節条件 コウズイ チョウセツ ジョウケン		直轄ダム：寒河江ダム、長井ダム、白川ダム
遊水地：大久保遊水地 サガエ ナガイ シラカワ ユウスイチ オオク

		破堤条件		「スライドダウン堤防高－余裕高評価」又は「H.W.L高評価」のいずれか低い方
※破堤以外の箇所では、越流や溢水による氾濫と、それに伴う流量低減を考慮 ハテイ イガイ カショ エツリュウ イッスイ ハンラン トモナ リュウリョウ テイゲン コウリョ



				1/50
（整備計画規模）		1/150
（基本方針規模）		1/500		1/1000

		降雨量（mm/6時間）		約222		約268		約343		約384

		降雨条件		H7.5洪水波形

		流量（m3/sec)
（基準地点：高岡）		約3,100		約3,900		約5,500		約6,400
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○想定死者数

○氾濫ボリューム
○主要な道路・鉄道への影響

■人的被害

○一般資産被害
（家屋、家庭用品等の被害額。浸水深に応じた被害率を乗じて
算出）

○農作物被害
（水稲、畑作物等の被害額。浸水深及び浸水日数に応じた被害
率を乗じて算出）

○公共土木施設被害
（道路、橋梁、下水道等の被害額。一般資産被害額に被害率を
乗じて算出）

○営業停止被害
（事業所の被害額。浸水深に応じた営業停止日数を求め、従
業員1人1日あたりの価値額を乗じて算出）

○応急対策費用
（家庭、事業所における清掃費用、代替活動費。浸水深に応
じた清掃日数及び被害単価を求め、対策費用を算出）

水害リスクの評価項目と被害指標

3 3

• 水害リスクの評価については、河川整備が公共事業であることに鑑み、不特定多数の者に関係するリス
クに関する項目を対象として実施。

■資産被害

■その他被害

※水害の被害指標分析の手引（H25試行版）より

• 65歳以上：住宅・建物の最上階の居住階まで避難。
• 65歳未満：屋根の上等に避難。

• 避難先の床面からの最大浸水深により、危険水位帯、準危
険水位帯、安全水位帯の分類。



最上川水系の氾濫シミュレーションのブロック分割

酒田市

大久保遊水地

山形市

おおくぼ

やまがた

さかた
酒田・飽海ブロック

戸沢ブロック
山付け区間のため検討対象外

最上・大淀ブロック

村山ブロック
朝日ブロック

山付け区間のため検討対象外

長井ブロック

川西・南陽ブロック

H27.9.15撮影

H26.9.22撮影

H26.9.22撮影

H21.11.12撮影

H26.9.22撮影

• 最上川水系の氾濫特性や背後地の土地利用状況等を踏まえ、【酒田・飽海ブロック】、 【最上・大淀ブロ
ック】、【村山ブロック】、【長井ブロック】、【川西・南陽ブロック】の5ブロックに分割し、検討を行った。
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①水位縦断図（河道：現況河道、整備計画河道 外力：整備計画流量)
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• 現況河道・現況洪水調節施設において、整備計画流量が流下した場合、 10km付近や最上峡（狭窄部）直上流や
大淀狭窄部下流でH.W.Lを超過する。

• 水位超過区間においては、河道掘削、樹木伐採等により水位低減を図る。

HWL超過区間

最上・大淀ブロック酒田・飽海ブロック 戸沢ブロック
さかた あくみ とざわ もがみ おおよど

大淀狭窄部最上狭窄部
も が み お お よ ど

りょううばし

たかや

ほりのうち

山付け区間
山付け区間

HWL超過区間 HWL超過区間
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②水位縦断図（河道：現況河道、整備計画河道 外力：整備計画流量)
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• 現況河道・現況洪水調節施設において、整備計画流量が流下した場合、有堤部では大久保遊水地上流付近、長
井ブロック等においてH.W.Lを超過する。

• 水位超過区間においては、河道掘削、樹木伐採等により水位低減を図る。

HWL超過区間 HWL超過区間

HWL超過区間

HWL超過区間

HWL超過区間

荒砥狭窄部 河井山
狭窄部

か わ い や まあ ら と
お お よ ど

大淀
狭窄部

川西南陽ブロック長井ブロック朝日ブロック村山ブロック
最上・大淀ブロック
もがみ おおよど

むらやま あさひ ながい かわにしなんよう

しもの

こいで

大久保遊水地

大久保遊水地

山付け区間 山付け
区間

山付け
区間

HWL超過区間
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長井ブロック

村山ブロック

最上ブロック
もがみ

むらやま

ながい

大久保遊水地
おおくぼ

1/10規模 現況河道

確率規模ごとの氾濫シミュレーション結果①
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• 確率規模毎の現況での最大浸水深を算定。

整備計画規模 現況河道

7

※本検討は暫定値であり、今後変更の可能性がある。
※図は最大浸水範囲を表している。
※破堤の条件は、スライド堤防高－余裕高評価又はHWL高評価のいずれか低い方を基本する。
※この試算は、河川整備基本方針の計画の基となっている昭和42年8月洪水等の波形によるものであり、他の洪水波形によっては異なる可能性がある。
※破堤点以外の区間では越流による氾濫とそれに伴う河川の流量低減を見込んでいる。
※直轄管理区間外の氾濫については見込んでいない。

村山ブロック
むらやま

おおくぼ

大久保遊水地

酒田・飽海
ブロック

さかた あくみ



村山ブロック

酒田・飽海
ブロック

さかた

むらやま

おおくぼ

大久保遊水地
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• 確率規模毎の現況での最大浸水深を算定。

8

確率規模ごとの氾濫シミュレーション結果②

村山ブロック
むらやま

おおくぼ

大久保遊水地

計画L1規模 現況河道 想定最大L2規模 現況河道

※本検討は暫定値であり、今後変更の可能性がある。
※図は最大浸水範囲を表している。
※破堤の条件は、スライド堤防高－余裕高評価又はHWL高評価のいずれか低い方を基本する。
※この試算は、河川整備基本方針の計画の基となっている昭和42年8月洪水等の波形によるものであり、他の洪水波形によっては異なる可能性がある。
※破堤点以外の区間では越流による氾濫とそれに伴う河川の流量低減を見込んでいる。
※直轄管理区間外の氾濫については見込んでいない。

あくみ 酒田・飽海
ブロック

さかた あくみ



0

5000

10000

15000

20000

25000

30000

35000

10 整備計画 L1 L2

氾
濫

ボ
リ
ュ
ー
ム

（
万

m
3）

確率年（年）

最上・大淀ブロック

現況河道

整備河道河道

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

10 整備計画 L1 L2

氾
濫

ボ
リ
ュ
ー
ム

（
万

m
3）

確率年（年）

村山ブロック

現況河道

整備河道河道

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

10 整備計画 L1 L2

氾
濫
ボ
リ
ュ
ー
ム
（
万

m
3）

確率年（年）

酒田・飽海ブロック

現況河道

整備河道河道

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

10 整備計画 L1 L2

氾
濫
ボ
リ
ュ
ー
ム
（
万

m
3）

確率年（年）

長井ブロック

現況河道

整備河道河道

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

10 整備計画 L1 L2

氾
濫
ボ
リ
ュ
ー
ム
（
万

m
3）

確率年（年）

川西南陽ブロック

現況河道

整備河道河道

氾濫シミュレーションの結果（最大湛水ボリューム_現況河道と現整備計画の比較）
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• 現況河道と整備計画河道を比較すると、全ブロックで氾濫ボリュームの軽減が図られている。

想定最大雨量（L2）
流域平均雨量：252.0 mm/2日（S44.8型）、295.0 mm/2日（S42.8型、S61.8型）

酒田･飽海ブロック

戸沢ブロック

最上･大淀ブロック

村山ブロック

朝日ブロック

長井ブロック

川西・南陽ブロック

酒田市中心部

中山町中心部

長井市中心部

大石田町中心部
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ながい
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ながい
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もがみ おおよど

おおいしだ

むらやま

なかやま

もがみ おおよど

むらやま

※本検討は暫定値であり、今後変更の可能性がある。
※図は最大浸水深図を表している。
※破堤の条件は、スライド堤防高－余裕高評価又はHWL高

評価のいずれか低い方としている。
※この試算は昭和42年8月洪水等の波形によるものであり、

他の洪水波形によっては異なる可能性がある。
※破堤点以外の区間では越流による氾濫とそれに伴う河川の

流量低減を見込んでいる。
※直轄管理区間外の氾濫については見込んでいない。



0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

10 整備計画 L1 L2

被
害
額
（
億
円
）

確率年（年）

酒田・飽海ブロック

現況河道

整備河道河道

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

10 整備計画 L1 L2

被
害
額
（
億
円
）

確率年（年）

長井ブロック

現況河道

整備河道河道

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

10 整備計画 L1 L2

被
害
額
（
億
円
）

確率年（年）

川西南陽ブロック

現況河道

整備河道河道

0

2000

4000

6000

8000

10000

12000

14000

16000

10 整備計画 L1 L2

被
害

額
（
億

円
）

確率年（年）

最上・大淀ブロック

現況河道

整備河道河道

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

10 整備計画 L1 L2

被
害

額
（
億

円
）

確率年（年）

村山ブロック

現況河道

整備河道河道

氾濫シミュレーションの結果（被害額_現況河道と現整備計画の比較）
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• 現況河道と整備計画河道を比較すると、全ブロックで被害額の軽減が図られており、特に資産が集中す
る酒田・飽海ブロックにおいて、被害の軽減効果が大きい。

酒田･飽海ブロック

戸沢ブロック

最上･大淀ブロック

村山ブロック

朝日ブロック

長井ブロック

川西・南陽ブロック

酒田市中心部

中山町中心部

長井市中心部

大石田町中心部

想定最大雨量（L2）
流域平均雨量：252.0 mm/2日（S44.8型）、295.0 mm/2日（S42.8型、S61.8型）

※本検討は暫定値であり、今後変更の可能性がある。
※図は最大浸水深図を表している。
※破堤の条件は、スライド堤防高－余裕高評価又はHWL高

評価のいずれか低い方としている。
※この試算は昭和42年8月洪水等の波形によるものであり、

他の洪水波形によっては異なる可能性がある。
※破堤点以外の区間では越流による氾濫とそれに伴う河川の

流量低減を見込んでいる。
※直轄管理区間外の氾濫については見込んでいない。
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氾濫シミュレーションの結果（想定死者数_現況河道と現整備計画の比較）
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• 現況河道と整備計画河道を比較すると、全ブロックで想定死者数の軽減が図られており、特に資産が集
中する酒田・飽海、村山、長井ブロックにおいて、死者数の軽減効果が大きい。

酒田･飽海ブロック

戸沢ブロック

最上･大淀ブロック

村山ブロック

朝日ブロック

長井ブロック

川西・南陽ブロック

酒田市中心部

中山町中心部

長井市中心部

大石田町中心部

想定最大雨量（L2）
流域平均雨量：252.0 mm/2日（S44.8型）、295.0 mm/2日（S42.8型、S61.8型）
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※本検討は暫定値であり、今後変更の可能性がある。
※図は最大浸水深図を表している。
※破堤の条件は、スライド堤防高－余裕高評価又はHWL高

評価のいずれか低い方としている。
※この試算は昭和42年8月洪水等の波形によるものであり、

他の洪水波形によっては異なる可能性がある。
※破堤点以外の区間では越流による氾濫とそれに伴う河川の

流量低減を見込んでいる。
※直轄管理区間外の氾濫については見込んでいない。
※避難率40%で算出。
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• JR羽越線、日本海沿岸東北自動車道（酒田みなとIC・酒田中央IC・酒田IC）、国道47号の交通途絶被害が想定
されるものの、整備後は浸水想定時間の軽減が図られる。

• 日本海総合病院についても、浸水被害が想定されるものの、整備後は浸水想定時間の軽減が図られる。

12
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■鉄道への影響

路線名 利用者数

JR羽越線 861人／日

出典：JR東日本HP
※余目～本楯の2015年度一日平均乗車人数

■主要な道路への影響

路線名 交通量

日本海沿岸東北自動車
道（酒田みなとIC～庄内
空港IC）

7,606台／日

国道47号 10,604台／日

出典：平成22年度 道路交通センサス

※本検討は試算値であり、今後変更の可能性がある。
※図は最大浸水深図を表している。
※破堤の条件は、スライド堤防高－余裕高評価又はHWL高評
価のいずれか低い方としている。
※この試算は昭和44年8月洪水の波形によるものであり、他の
洪水波形によっては異なる可能性がある。
※破堤点以外の区間では越流による氾濫とそれに伴う河川の
流量低減を見込んでいる。

＜浸水時間の定義＞
・浸水開始（浸水深0.5m以上）～排水完了（浸水深0.5m以下）まで
の時間
・0.5m：屋外への避難が困難となり、孤立する可能性のある水深
（浸水想定区域図作成マニュアル第4版より）
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JR羽越線 日本海沿岸東北自動車道国道47号

酒田みなとIC

酒田中央IC

酒田IC

庄内空港IC

鶴岡IC

鶴岡JCT

余目駅

日本海総合病院

酒田市役所

三川町役場

庄内町役場

遊佐町役場

鶴岡市役所

主要な施設として、市町村役場、病院を記載

※山形県では、災害拠点病院（災害時における初期救急医療体制び充実強化
を図るための医療機関）として、公立置賜総合病院、鶴岡市立荘内病院、日本
海総合病院、山形県立新庄病院、山形県立中央病院、山形済生病院、山形市
立病院済生館の7つが指定されている。
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日本海総合病院

本楯駅

酒田駅

東酒田駅

砂越駅
北余目駅

※想定最大規模（L2） 現況河道における浸水範囲
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東北中央自動車道国道13号

東根IC

天童IC

山形北IC

山形蔵王IC

山形中央IC寒河江IC

寒河江SA

山形JCT

東根駅村山駅袖崎駅

東金井駅

羽前山辺駅
羽前金沢駅

羽前長崎駅
南寒河江駅

山形済生病院 山形市立病院済生館

山形県立中央病院

村山市役所

河北町役場

寒河江市役所

天童市役所

中山町役場

山形市役所

山辺町役場

村山市役所JR奥羽線

村山市消防署

主要な道路や鉄道等への影響（村山ブロック①）

13

• JR奥羽線、東北中央自動車道（東根IC・天童IC）、国道13号の交通途絶被害が想定されるものの、整備後は浸水
想定時間の軽減が図られる。

• 村山市役所の浸水被害が想定されるものの、整備後は浸水想定時間の軽減が図られる。主要な病院は高地に位
置するため、L2規模においても浸水被害は発生しない。

13

■鉄道への影響

路線名 利用者数

JR奥羽線 1,306人／日

JR左沢線 794人／日

出典：JR東日本HP
※東根～袖崎（奥羽線）、東金井～南寒河江（左沢線）の
2015年度一日平均乗車人数

■主要な道路への影響

路線名 交通量

東北中央自動車道（東根IC
～山形中央IC） 14,815台／日

東北横断自動車道酒田線
（寒河江IC～山形北IC） 15,669台／日

国道13号 30,248台／日

国道112号 18,396台／日

出典：平成22年度 道路交通センサス

＜浸水時間の定義＞
・浸水開始（浸水深0.5m以上）～排水完了（浸水深0.5m以下）ま
での時間
・0.5m：屋外への避難が困難となり、孤立する可能性のある水深
（浸水想定区域図作成マニュアル第4版より）

おうう

あてらざわ

ひがしね そでさき ひがしかない みなみさがえ

※本検討は試算値であり、今後変更の可能性がある。
※図は最大浸水深図を表している。
※破堤の条件は、スライド堤防高－余裕高評価又はHWL高評価
のいずれか低い方としている。
※この試算は昭和61年8月洪水波形（須川合流点下流）、昭和42
年8月洪水波形（須川合流点上流）によるものであり、他の洪水波
形によっては異なる可能性がある。
※破堤点以外の区間では越流による氾濫とそれに伴う河川の流
量低減を見込んでいる。

すかわ

すかわ

ひがしね

さがえ

※想定最大規模（L2） 現況河道における浸水範囲
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東金井駅

山形済生病院 山形市立病院済生館

山形県立中央病院

村山市役所

河北町役場

寒河江市役所

天童市役所

中山町役場

山形市役所

山辺町役場

中山町役場

JR左沢線

羽前山辺駅
羽前金沢駅

羽前長崎駅
南寒河江駅

村山市消防署

東北横断自動車道酒田線 国道112号

河北町役場
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主要な道路や鉄道等への影響（村山ブロック②）

14

• JR左沢線、東北横断自動車道酒田線（寒河江IC）、国道112号の交通途絶被害が想定されるものの、整備後は浸
水想定時間の軽減が図られる。

• 河北町役場、中山町役場の浸水被害が想定されるものの、整備後は浸水想定時間の軽減が図られる。主要な病
院は高地に位置するため、L2規模においても浸水被害は発生しない。

14

■鉄道への影響

路線名 利用者数

JR奥羽線 1,306人／日

JR左沢線 794人／日

出典：JR東日本HP
※東根～袖崎（奥羽線）、東金井～南寒河江（左沢線）の
2015年度一日平均乗車人数

■主要な道路への影響

路線名 交通量

東北中央自動車道（東根IC
～山形中央IC） 14,815台／日

東北横断自動車道酒田線
（寒河江IC～山形北IC） 15,669台／日

国道13号 30,248台／日

国道112号 18,396台／日

出典：平成22年度 道路交通センサス

＜浸水時間の定義＞
・浸水開始（浸水深0.5m以上）～排水完了（浸水深0.5m以下）ま
での時間
・0.5m：屋外への避難が困難となり、孤立する可能性のある水深
（浸水想定区域図作成マニュアル第4版より）
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あてらざわ

ひがしね そでさき ひがしかない みなみさがえ

※本検討は試算値であり、今後変更の可能性がある。
※図は最大浸水深図を表している。
※破堤の条件は、スライド堤防高－余裕高評価又はHWL高評価
のいずれか低い方としている。
※この試算は昭和61年8月洪水波形（須川合流点下流）、昭和42
年8月洪水波形（須川合流点上流）によるものであり、他の洪水波
形によっては異なる可能性がある。
※破堤点以外の区間では越流による氾濫とそれに伴う河川の流
量低減を見込んでいる。

すかわ

すかわ

ひがしね

さがえ

※想定最大規模（L2） 現況河道における浸水範囲
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主要な道路や鉄道等への影響（川西・南陽ブロック）

15

• JR奥羽線・米坂線、フラワー長井線、米沢南陽道路（高畠南陽IC）、国道113号の交通途絶被害が想定されるもの
の、整備後は浸水想定時間の軽減が図られる（米坂線は変化無し）。

15

■鉄道への影響

路線名 利用者数

JR奥羽線 1,597人／日

フラワー長井線 924人／日

JR米坂線 219人／日

出典：JR東日本HP
※赤湯～米沢（奥羽線）、西大塚～梨郷（フラワー長井
線）、今泉～犬川（米坂線）の2015年度一日平均乗車
人数

■主要な道路への影響

路線名 交通量

米沢南陽道路 14,550台／日

国道113号 13,300台／日

出典：平成22年度 道路交通センサス

※本検討は試算値であり、今後変更の可能性がある。
※図は最大浸水深図を表している。

※破堤の条件は、スライド堤防高－余裕高評価又は
HWL高評価のいずれか低い方としている。
※この試算は昭和42年8月洪水の波形によるものであ
り、他の洪水波形によっては異なる可能性がある。

※破堤点以外の区間では越流による氾濫とそれに伴う
河川の流量低減を見込んでいる。

＜浸水時間の定義＞
・浸水開始（浸水深0.5m以上）～排水完了（浸水深
0.5m以下）までの時間
・0.5m：屋外への避難が困難となり、孤立する可能性の
ある水深（浸水想定区域図作成マニュアル第4版より）
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JR奥羽線フラワー長井線

米沢南陽道路

国道113号

JR米坂線

南陽高畠IC

米沢北IC

梨郷駅

西大塚駅

高畠駅

赤湯駅

置賜駅

米沢駅

今泉駅

犬川駅

公立置賜総合病院

南陽市役所

米沢市役所

高畠市役所

※想定最大規模（L2） 現況河道における浸水範囲
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